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　令和元年5月14日（火）、東京都霞が関にある中央合同庁舎
3号館10階共用大会議室において、令和になって最初の「海
上保安の日祝賀会」を開催しました。
　この祝賀会には、石井国土交通大臣をはじめ、国会議員、
在京大使、多くの関係者にご出席いただいたほか、初めて安
倍内閣総理大臣にご臨席いただき、合わせて約370名の方に
ご出席いただきました。
　開会に際して、岩並海上保安庁長官は、「職員が一致団結す
るとともに、国際連携を一層進めながら、平和で豊かな海を
守るべく、任務を全うする」と決意を述べました。
　続いて、安倍内閣総理大臣が、新元号「令和」の由来と海
上保安庁の徽

き し ょ う

章が「梅」であることに触れ、「新たな令和の時
代にあっても、梅の徽章を胸に、岩並海上保安庁長官以下、
全職員が一致団結し、荒波を乗り越え、「平和で豊かな海」と
いう実を結んでほしい。」と挨拶されました。

海
上
保
安
の
日
祝
賀
会
を
開
催
！
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岩並海上保安庁長官挨拶

石井国土交通大臣挨拶

海上保安の日祝賀会の様子

安倍内閣総理大臣挨拶



海しる（海洋状況表示システム）

https://www.msil.go.jp/
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　平成31年3月7日（木）、20日（水）、山口県下関市
の三菱造船株式会社において、約4,000トンの大型測
量船「平洋」と約6,000トンのヘリコプター搭載型巡
視船「しゅんこう」がそれぞれ進水しました。
　また、平成31年3月8日（金）、長崎県長崎市の三
菱重工業株式会社において、約6,500トンのヘリコプ
ター搭載型巡視船「れいめい」が進水し、さらに平成
31年3月13日（水）、岡山県玉野市の三井E&S造船株

式会社において、約3,500トンの大型巡視船「みやこ」
が相次いで進水しました。
　全船とも平成28年12月の海上保安体制強化に関す
る関係閣僚会議で決定された「海上保安体制強化に
関する方針」に基づき整備されたものであり、今後各
種装置や機器の搭載、塗装などが施され、令和元年
度内に就役する予定です。

　平成31年4月17日（水）、海上保安庁は我が国の
海洋状況把握（MDA※）の能力強化に向けた取組み
の一環として、国内外の関係機関が収集・保有して
いる海洋情報を一元的に集約し、衛星情報や海上気
象情報などを地図上で重ね合わせて表示できる情報
サービス「海洋状況表示システム（愛称：海しる）」
の運用を開始しました。

　海上物流の効率化による生産性の向上や、自然災
害対策、マリンレジャーにおける安全性の向上など
の利用目的に合わせ、リアルタイムの情報も迅速か
つ効果的に入手することができます。
　今後は、ユーザーからの要望等を踏まえ、機能の
拡充や掲載情報の充実を図っていきます。

『
測
量
船
平
洋
』

船
名
は
海
洋
調
査
を
通
じ
て
、
平
和
な
海
、
平
穏
な

海
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う
思
い
を
込
め
て
選
定
。

『
巡
視
船
み
や
こ
』

船
名
は
島
の
名
称
で
あ
る
「
宮
古
島
」
が
由
来
。

『
巡
視
船
し
ゅ
ん
こ
う
』

船
名
は
季
節
を
表
す
名
称
で
、

春
の
光
を
意
味
す
る
「
春
光
」
が
由
来
。

『
巡
視
船
れ
い
め
い
』

船
名
は
時
を
表
す
名
称
で
、
夜
明
け
や
新
し
い
時

代
の
始
ま
り
を
意
味
す
る
「
黎
明
」
が
由
来
。

※�MDA：Maritime�Domain�Awarenessの略。関係政府機関の連携を強化し、国の防衛、安全、経済、環境に影響を与える可能性のある海洋に関する事象を効果
的に把握する取組みのこと。

出典：� 海洋状況表示システム（https://www.msil.go.jp/），
　　　�情報提供元：国土地理院、気象庁、海上保安庁

海
洋
状
況
表
示
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始
！
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新
型
巡
視
船
・
新
型
測
量
船
続
々
進
水
！
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　令和元年5月18日（土）、鹿児島県の屋久島町にお
いて、局地的な大雨による土砂崩れが発生し、登山
者等約300名が孤立しました。
　海上保安庁では、第十管区海上保安本部及び鹿児
島海上保安部に対策本部を設置し、鹿児島県及び屋
久島町に計13名の海上保安官を派遣するなどして情
報収集等にあたるとともに、鹿児島県からの救助要
請を受け、巡視船艇延べ19隻、航空機延べ10機で

対応にあたりました。
　また、巡視船により、鹿児島県警機動隊員、自衛
隊員、国土交通省TEC-FORCE隊員、消防隊員等計
78名の人員輸送を行ったほか、鹿児島県の断水地域
において、合計2.5トンの給水支援を行うとともに、
非常用食糧や飲料水等の支援物資輸送等を行いました。
　なお、孤立者については、19日（日）に全員が無
事下山しました。

　令和元年６月28日（金）、29日（土）、大阪府大阪
市において「金融・世界経済に関する首脳会合」 

（Ｇ20サミット）が開催されました。
　本サミットは、昨今の厳しい国際テロ情勢の中、
会議場が海に囲まれた人工島内での開催であったこ
とから、海上保安庁では、巡視船艇や航空機を全国

から集結させ、60隻を超える万全な体制で対応にあ
たり、大きな混乱もなく海上警備を終えることがで
きました。
　今後も、各地で関係閣僚会合の開催が予定されて
いますが、臨海部会場における海上警備及び全国的
なテロ警戒に万全を期していきます。

G
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
海
上
警
備
終
了
！
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屋
久
島
に
お
け
る
大
雨
へ
の
対
応
！
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旅客船内巡回の様子

咲洲前面海域を警戒する巡視船「こしき」のゴムボート

全体会議の様子

菅内閣官房長官による督励



　
平
成
30
年
4
月
、海
上
保
安
学
校
に
管
制
課

程
が
新
設
さ
れ
た
。海
上
交
通
の
安
全
の
要
と

も
い
え
る
管
制
業
務
は
従
来
、研
修
を
受
け
た

海
上
保
安
官
が
務
め
て
き
た
。ま
た
資
格
認
定

制
度
の
導
入
に
向
け
て
平
成
22
年
１
月
に
は
門

司
分
校
に
運
用
管
制
官
課
程
が
設
け
ら
れ
、以

降
は
そ
こ
で
研
修
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　
背
景
に
は
管
制
業
務
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

が
あ
る
。数
多
く
の
外
国
船
が
海
上
を
行
き
交

う
今
日
、管
制
官
に
は
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
交
信

や
情
報
提
供
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、船
舶
の
高

性
能
化
、大
型
化
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
。ま
た
、東
日
本
大
震
災
時
に
は
避
難
船
舶
が

東
京
湾
内
外
か
ら
中
心
部
に
押
し
寄
せ
混
雑
し

た
。災
害
発
生
時
に
は
各
船
舶
を
効
率
的
か
つ

安
全
に
誘
導
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。事
故

を
未
然
に
防
ぎ
、ス
ム
ー
ズ
な
船
の
航
行
を
支

援
す
る
管
制
業
務
へ
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
る一方
で

あ
り
、必
然
的
に
管
制
官
に
は
、よ
り
高
い
能
力

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
管
制
教
官
室
の
西
雄
二
室
長
は
管
制
課
程
設

安全な航行を支える
海の管制官を育てる

「
現
場
か
ら
の
期
待
は
非
常
に
大
き
い
。
そ
の
期
待
に
応
え

る
学
生
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
語
る
航
行
援
助

教
官
室
・
管
制
教
官
室
の
西
雄
二
室
長
。
自
身
、
管
制
課
程

の
設
立
に
関
わ
っ
た
。
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特 集 海上保安学校
Japan Coast Guard School

立
の
背
景
に
つ
い
て
、「
海
上
保
安
官
に
は
本

来
、管
制
官
を
務
め
る
だ
け
の
素
養
は
備
わ
っ
て

い
ま
す
。し
か
し
最
新
の
知
識
と
技
術
を
身
に

付
け
て
管
制
業
務
を
行
う
に
は
、相
応
の
研
修

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。で
あ
れ
ば
今

後
ま
す
ま
す
複
雑
化
、高
度
化
し
て
い
く
業
務

を
担
え
る
高
い
技
能
を
持
っ
た
管
制
官
を
海
上

保
安
学
校
で
継
続
的
に
養
成
し
、そ
こ
か
ら
現

場
に
配
置
す
る
と
い
う
制
度
作
り
が
必
要
で
し

た
」と
説
明
し
、「
日
本
の
物
流
の
大
半
は
海
運

が
担
っ
て
い
ま
す
。そ
の
物
流
を
支
え
る
と
い
う

意
味
で
も
管
制
官
の
仕
事
は
以
前
よ
り
高
度
に

な
っ
て
い
ま
す
」と
付
け
加
え
た
。

　
新
た
な
課
程
の
設
立
に
際
し
て
は
、カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
準
備
に
も
苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う
。管
制

官
の
資
質
に
つ
い
て
は
国
際
航
路
標
識
協
会

（
※
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ａ
）が
、基
本
的
な
素
養
と
基
準
を

定
め
て
お
り
、英
語
の
能
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、海
事・通
信・船
舶
に
対
す
る
知
識
、そ
し
て

人
的
資
質
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。管
制
課
程
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
こ
の
基
準
に
則
し
て
用
意
さ

れ
た
が
、や
は
り
立
ち
上
げ
に
際
し
て
は
、教
科

管
制
教
官
室
の
有
田
真
由
美
教
官
。
現
場
で
の
経
験
を
生
か

し
、
専
門
用
語
を
使
っ
た
管
制
英
語
の
授
業
を
受
け
持
つ
。

安全な航行を支える
海の管制官を育てる

取材・文／中島 敦（オンサイト）

高まる管制業務へのニーズに応えるべく
平成30年4月、海上保安学校に管制課程が新設された
海上交通センターの運用管制官として現場に出る日を
心待ちに訓練と技能習得に勤しむ一期生と
彼らを育て導く現場の姿をレポートする

巣立て！ 一期生

実践を模してシミュレータを使った授業。後方のデスクから教官が指示を出したり、アドバ
イスを行う。

※IALA: International Association of Marine Aids to Navigation and Lighthouse Authorities
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受
け
管
制
官
と
し
て
現
場
で
活
躍
し
て
お
り
、

ま
た
半
年
間
Ｉ
Ａ
Ｌ
Ａ
に
派
遣
さ
れ
た
経
歴
も

合
わ
せ
持
つ
。

　
「
や
は
り
英
語
は
重
要
で
、2
年
間
で
約

８
０
０
コ
マ
も
の
授
業
が
あ
り
ま
す
。学
生
は一

日
中
英
語
を
勉
強
し
て
い
る
日
も
あ
る
ぐ
ら
い

で
す
。単
に
会
話
が
で
き
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な

く
、航
行
す
る
相
手
船
の
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
、相
互
に
誤
解
の
な
い
言
葉
を
選
ん
で

話
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
、管
制
業
務
の

難
し
さ
を
語
る
。相
手
船
は
今
、ど
う
い
う
状
況

に
あ
る
の
か
？　
時
化
て
い
る
の
か
？　
ど
う

船
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
？　
無
線
を

通
じ
て
交
信
す
る
相
手
船
の
状
況
を
イ
メ
ー
ジ

し
な
が
ら
適
切
に
対
応
す
る
に
は
、船
舶
運
用

は
も
ち
ろ
ん
、気
象・海
象
、そ
し
て
法
律
ま
で

幅
広
い
知
識
が
必
要
と
な
る
。そ
の
上
で
、見
え

な
い
相
手
と
交
信
し
船
を
安
全
に
導
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。有
田
教
官
は
続
け
る
。

　
「
例
え
ば「“
了
解
”」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、こ
っ
ち
が
言
っ
た「“
了
解
”」と
、相
手
が

受
け
止
め
る「“
了
解
”」に
齟
齬
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。も
し
そ
れ
で
事
故
が
発
生
し
て

し
ま
っ
た
ら
、「
管
制
官
が
了
解
と
言
っ
た
」と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、簡
単
に

「
了
解
」と
言
っ
て
は
い
け
な
い
と
指
導
し
て
い

ま
す
し
、相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
言
葉
や
言
い

回
し
を
教
え
て
い
ま
す
」

　
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
実
習
で
は
実
際
の
海
上
交
通

セ
ン
タ
ー
を
模
し
た
設
備
を
用
い
、教
官
を
相

手
に
交
信
し
て
現
場
に
近
い
環
境
で
の
や
り
と

り
を
経
験
す
る
。教
官
は
現
場
で
の
実
務
経
験

書
は
ど
う
す
る
の
か
？　
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
に

つ
い
て
授
業
時
間
は
ど
れ
だ
け
設
定
す
れ
ば
よ

い
の
か
？　
な
ど
検
討
す
べ
き
事
柄
は
多
岐
に

及
ん
だ
と
い
う
。

　
有
田
真
由
美
教
官
も
、管
制
官
と
し
て
の
自

身
の
経
験
を
生
か
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成

に
取
り
組
ん
だ
ひ
と
り
。門
司
分
校
で
研
修
を

「海上保安官の父の姿を見て育ち、自然に
自分も海上保安官になりたいと思っていま
した。父はパイロット、また先に入庁して
いる弟が航海科だったこともあり、別の道
をと管制課程を選びました。学校生活につ
いても親や弟から聞いていましたから、思
っていたとおりで馴染みやすかったですね。

　管制の仕事は船と無線で交信して声だけで意思疎通するので、相
手の目を見ることができません。訓練では後ろに教官がいるので相
手がすぐ近くにいると分かっていますし、ふとした時にそっちを振
り向いてしまうこともあり、もっと現場を意識した訓練を身につけ
なければと思っています。英語力は本当に必要ですが、2年間みっ
ちり学ぶことになるので上達を実感できますから、管制官を目指そ
うと言う人は、不安にならずに入学して欲しいです」

「英語を使う仕事に就きたかったのが管制
課程に進んだ動機です。中高とずっとソフ
トテニスをしていたので体力はあったと思
いますが、水泳は……入学前に一ヶ月ほど
プールに通ったぐらいです。
　集団生活を通じて色々な人との関わりや
人間関係について学ぶことができ、授業も

船舶のことや法律など、今まで習ったことのない知識が身に付きまし
た。自分が後輩期の時は何でも先輩に質問していましたが、今度は自
分がそれを後輩に伝えていかなければと考えています。ここにはルー
ルがあり、それを皆が守って生活していくことの大切さも知りました。
　けっこう緊張するタイプなので、自分が現場に出たときのことを
想像すると不安はありますが、卒業後もここで学んだ基本を忘れず
に、好きな英語を生かしていきたいと思います」

≪ 福﨑 和徳 24歳　新潟県出身 ≪ 宅野 なつ芽 19歳　鹿児島県出身

相手の表情を見ることなく
声だけで意思疎通する難しさを痛感

ここで学んだ基本を忘れず
好きな英語を生かしていきたい

管制業務に必要な専門用語や言い回しを学ぶ管制英語の授業風景。
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特 集 海上保安学校
Japan Coast Guard School

STUDENTS'  VOICES

を
積
ん
で
い
る
だ
け
に
、現
実
に
即
し
た
状
況

設
定
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
実
習
が
行
わ
れ
る
が
、

そ
こ
で
も「
な
ぜ
、こ
う
い
う
対
応
が
必
要
な
の

か
？
」「
根
拠
と
な
る
法
律
は
？
」と
い
っ
た
、必

要
な
知
識
と
結
び
付
け
た
交
信
の
必
要
性
を
伝

え
て
い
る
と
い
う
。

　
現
場
で
は
管
制
官
が
提
供
す
る
情
報
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
、船
の
安
全
を
守
っ
て
い
る
。そ
れ
だ

け
に
些
細
な
ミ
ス
が
事
故
に
繋
が
る
可
能
性
も

あ
り
、緊
張
を
強
い
ら
れ
る
仕
事
で
も
あ
る
が
、

有
田
教
官
は
、そ
こ
に
管
制
官
と
し
て
の
醍
醐

味
を
感
じ
る
と
も
言
う
。

　
「
自
分
が“
腹
を
括
れ
る
”と
い
う
覚
悟
で
仕

事
を
す
る
こ
と
で
す
。組
織
の
仕
事
は
普
通
、書

類
を
作
っ
た
り
上
司
の
決
裁
を
仰
い
だ
り
、そ
う

い
っ
た
事
が
当
た
り
前
で
す
が
、管
制
官
と
し
て

船
と一対一で
交
信
し
て
い
る
瞬
間
は
、す
べ
て
自

分
の
責
任
に
な
り
ま
す
。自
分
が
培
っ
て
き
た
知

識
と
経
験
を
総
動
員
し
て
、今
そ
の
瞬
間
に
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
判
断
す
る
。そ
の
た
め
に
勉

強
も
す
る
し
法
律
も
徹
底
的
に
調
べ
ま
す
。怖

く
て
楽
し
い
部
分
で
す
し
、後
で
、あ
の
時
、他
に

何
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
す
」

　
そ
し
て「
ど
れ
だ
け
最
善
を
尽
く
し
て
も
、よ

り
最
適
な
答
え
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」と
い
う

こ
の
思
い
は
、現
場
の
管
制
官
も
学
生
を
育
て

る
教
官
も
変
わ
り
は
な
い
。

　
「
船
が
危
険
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
い
ち
早

く
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
？　
管
制

官
に
一
番
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
こ
れ
で
す
。授

業
で
も
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、何
が
危

険
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、い
か
に
学
生
に
理

解
さ
せ
る
か
を
重
視
し
て
い
ま
す
。我
々
と
し

て
も
、こ
こ
ま
で
教
え
れ
ば
大
丈
夫
だ
ろ
う
と

い
う
思
い
で一期
生
を
育
て
て
い
ま
す
が
、彼
ら

の
働
き
ぶ
り
に
つ
い
て
、き
っ
と
現
場
か
ら
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
が
来
る
で
し
ょ
う
。必
要
で
あ
れ
ば

そ
れ
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
し
て
二
期
生
を

送
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
西
室
長

は
言
う
。管
制
課
程
の一期
生
は
来
春
、大
き
な

期
待
を
受
け
て
現
場
へ
と
巣
立
っ
て
い
く
。

「中学から大学までカナダに住み、大学を
中退して帰国したときに英語という自分の
能力を生かして新しいことに挑戦する意味
で管制課程を選びました。
　管制官の仕事はあまり人の目に触れるこ
とはないですし、どんな仕事なのかイメー
ジしにくいかもしれませんが、日本の日常

生活を支える仕事だと思います。当たり前の生活、当たり前の日々を
支える。現場では冷静に、常に第三者の客観的な視点で対応するこ
とが求められます。まだまだですが、そういう管制官を目指しています。
　学校生活の魅力は大勢の方と関係を持てるということです。全国
からこれだけの人が集まる環境ってそうはないですし、教官の方も
それぞれにバックグラウンドがある。異なる経歴の人から話を聞き、
自分がやりたいことや目指すものを定めるいい機会だと思います」

「東日本大震災で海の災害の恐ろしさを知
り、その海に関わる仕事をしたいと思いま
した。もともと自分から積極的にリーダー
シップを取るのは得意ではなかったので、
人前に出ることなく航行の安全を支える管
制官の仕事に魅力を感じました。
　入校前の説明会で寮生活も見学しました

が、ここで生活していけるのかという不安と、自分はここでどんな
生活を送るのだろうという興味がありました。スポーツといっても
たまにジョギングする程度でしたので、特に遠泳に関しては不安で
した。面接で「泳げないけどいいんですか？」と訊いたら、「泳げ
るようになるから大丈夫」と言われ、とはいえ水泳の授業だけでは
足りずに放課後や週末に自主トレばかりしていました。自分で言う
のも恥ずかしいですが、本当にこれは頑張ったと思います」

≪ 佐藤 樹 23歳　神奈川県出身 ≪ 萩原 未歩 20歳　長崎県出身

安全な航行を守り
当たり前の日常を支えていきたい

水泳の授業についていけず自主トレ
自分でも頑張ったと思います

管制官デビューを目の前に —— 一期生の声

基本的な英語力向上を狙う実践英
語の授業では、挨拶や出席生徒の
報告など含めすべて英語でやりと
りされていた。
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「
左
！ 

左
！ 

左
、
右
！
」
と
力
強
い
号
令
が

白
糸
湾
に
響
き
渡
る
。
整
然
と
隊
列
を
組
ん
だ

分
隊
が
行
進
し
、
「
か
し
ら
右
」
や
「
方
向
転

換
」
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
課
題
を
披
露
す
る
。

学
生
達
は
指
先
ま
で
意
識
を
通
わ
せ
、
腕
を
振

る
角
度
や
早
さ
を
揃
え
よ
う
と
集
中
し
な
が
ら

行
進
を
続
け
る
。

　
6
月
25
日
、
海
上
保
安
学
校
で
基
本
動
作
競

技
会
が
実
施
さ
れ
た
。
海
上
保
安
官
に
と
っ
て

は
日
常
の
中
で
も
基
本
動
作
は
必
要
不
可
欠
な

も
の
。
海
上
保
安
学
校
で
は
年
に
2
回
、
こ
の

基
本
動
作
の
正
確
さ
を
競
う
基
本
動
作
競
技
会

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
今
年
は
従
来
と
は
異

な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
で
開
催
さ
れ
た
。
よ
り
高
い

精
度
を
求
め
、
複
雑
な
動
き
が
求
め
ら
れ
る
応

用
編
が
導
入
さ
れ
た
の
だ
。
従
来
の
行
進
間
の

動
作
（
基
本
）
に
、
行
進
間
の
動
作
（
応
用
）

と
停
止
間
の
動
作
が
加
わ
り
、
一
気
に
3
種
目

へ
と
増
え
て
い
る
。

「
今
回
か
ら
応
用
と
し
て
さ
ら
に
複
雑
な
動
作

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
日
々
の
課
業
行
進
で
は

行
わ
な
い
動
作
で
す
が
、
授
業
と
し
て
事
前
に

訓
練
で
き
た
の
は
3
回
の
み
。
そ
の
中
で
い
か

に
自
分
達
の
分
隊
の
弱
点
を
見
つ
け
調
整
で
き

る
か
が
今
回
の
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
」
と
教
育
訓

練
部
訓
練
課
の
原
啓
明
教
官
は
説
明
す
る
。

　
課
業
行
進
に
は
な
い
複
雑
な
動
作
を
い
か
に

し
て
習
得
す
る
か
？
　
事
前
の
訓
練
と
は
別

に
、
学
生
達
は
分
隊
別
に
自
主
練
習
に
取
り
組

み
、
蓋
を
開
け
て
み
れ
ば
期
待
を
上
ま
わ
る
成

績
を
残
し
た
と
い
う
。

「
学
生
達
が
自
主
的
に
し
っ
か
り
と
準
備
し
て

応用編も含め3種目に！

基本動作競技会開催

開始直後、「かしら右」の号令と共に一斉に右を向く。顔の向き、
敬礼する手の角度などを揃え、一糸乱れぬ行進が求められる。
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特 集 海上保安学校
Japan Coast Guard School

く
れ
、
正
直
、
想
定
し
て
い
た
よ
り
も
得
点
が

伸
び
安
心
し
ま
し
た
。
毎
朝
、
課
業
行
進
で
指

導
し
修
正
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
心
配
は
あ

り
ま
し
た
」
と
原
教
官
。

　
基
本
動
作
は
礼
式
に
則
っ
た
正
し
い
動
作
や

マ
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

チ
ー
ム
で
業
務
に
取
り
組
む
現
場
で
の
協
調
性

を
養
い
、
互
い
に
意
思
疎
通
し
相
手
の
状
況
を

見
な
が
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
と
い
う
、

海
上
保
安
官
と
し
て
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
行
動
に

繋
が
っ
て
く
る
。
「
将
来
を
見
据
え
て
自
ら
の

ベ
ー
ス
と
し
て
基
本
動
作
を
身
に
着
け
て
も
ら

い
た
い
し
、
そ
う
な
る
よ
う
な
指
導
を
心
掛
け

て
い
ま
す
」
と
語
る
原
教
官
は
、
形
を
整
え
る

だ
け
で
は
な
く
自
発
的
に
意
義
を
理
解
し
行
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し
た
。
「
例
え
ば

授
業
で
集
ま
る
と
き
、
指
示
さ
れ
な
く
と
も
学

生
達
が
自
然
と
統
制
さ
れ
た
形
で
集
ま
る
な
ど

し
た
と
き
に
、
基
本
動
作
の
意
義
を
理
解
し
て

く
れ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
」
と
言
葉

を
結
ん
だ
。

「
学
生
が
自
主
的
に
し
っ
か
り
と
準
備
し
、
点
数
も
伸
び
て

安
心
し
ま
し
た
」
と
語
る
教
育
訓
練
部
訓
練
課
の
原
啓
明
教

官
。「
今
後
は
さ
ら
に
複
雑
な
課
題
で
高
み
を
め
ざ
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
も
。

優勝は第11分隊！
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入学して大変だったこと 乗船実習で船酔いは？ 入学前の泳力

すごくした
（18%）

全然しなかった
（38%） まあまあした

（22%）

あまりしなかった
（22%）

体力的に厳しい（3%）

規則や規律が
厳しい

（38%）

共同生活が大変、
対人関係
（30%）

授業について
いけない

（14%）

その他
（14%）

500～999m（10%）

25m未満・
　泳げなかった（7%）

1,000ｍ以上
（47%）100～499m

（25%）

25～99m
（10%）

幹 部 登 用 へ の 道 一定期間現場で仕事をした後、選抜された職員については、 
海上保安大学校の特修科に進み、幹部職員となる道もあります。

課　　程
•

カリキュラム

船舶運航システム課程（1年） 情報システム課程
（2年）

管制課程
（2年）

航空課程
（1年）

海洋科学課程
（1年）

航海コース 機関コース 主計コース

現場で活躍する海上保安官として、巡視船艇の運
航に必要な知識・技能及び海上犯罪取締り等の
知識を習得する課程です。卒業後はコースに応じ
て巡視船艇の運航を担当するとともに警備救難業
務などに従事します。

海上保安官として通信機
器の運用・管理と航行安
全に必須な知識・技能及
び海上犯罪取締り等の知
識を習得する課程です。
卒業後は主に情報通信業
務、海上交通業務を担当
します。

運用管制官として船舶の
安全な航行に必要な知
識・技能を習得する課程
です。卒業後は、運用管
制官として海上交通セン
ターに勤務します。

海上保安庁の航空機の
パイロットになるための
基礎教養を習得し、海上
犯罪取締り等の知識を習
得する課程です。卒業後
は、さらに研修を受け、
航空機のパイロットとな
ります。

航海の安全を確保す
るために必要なさまざ
まな海洋データを収
集・解析し、提供する
海上保安官を育てる
課程です。卒業後は
主に海洋情報業務を
担当します。

全課程共通科目

船舶運航システム課程
航空課程

情報システム課程
管制課程
共通科目

各課程専門科目

航海、運用、
海事法、
海象・気象、
通信運用、
航行安全

機関、
電気機器、
海事法、
通信運用

主計
（総務・経理
補給・ 船舶衛
生）、調理、
通信運用

物理、数学、通信実技、
情報通信、海上交通、
基礎電子工学、
航行援助システム機器、
航行援助システム管理

業務通信、海上交通、通
航管理、管制業務機器、
海事一般、管制英語、シュ
ミレーター実習

数学、物理、英語、海象、
気象、航空通信運用、
海上航空業務、船舶概論

取得できる
資格

卒業後の
進路

◎五級海技士
（航海）筆記試
験免除、
○四級海技士
（航海）筆記、
○第一級海上
特殊無線技士、
○第二級陸上
特殊無線技士

△船舶料理士、
△衛生管理者

（船員法による）、
○第一級 海上
特殊無線技士、
○第二級陸上
特殊無線技士

◎第三級海上無線通信士、
◎航空級無線通信士、
◎第二級陸上特殊無線技士、
○第二級陸上無線技術士、
△第二級海上無線通信士、
○ITパスポート

◎第三級海上無線通信士、
◎第二級陸上特殊無線技士

◎航空無線通信士

◎国際水路測量技術
者資格基準B級、
○第一級海上特殊無
線技士、
○第二級陸上特殊無
線技士

○一級小型船舶操縦士

取得資格　◎卒業により取得　○在学中の受験により取得　△卒業後一定の条件を満たすことにより取得

基礎教養（法学概論、国際法、海上保安制度概要等）、英語、情報処理、小型船舶操縦、体育、基本動作、乗船実習、総合実習、訓練

数学、物理、基礎
科学、海象、海洋
情報、水路図誌、測
量、通信運用

刑法、刑事訴訟法、海上警察、海上環境、救難防災

巡視船艇  等
（警備救難業務 等）

海上保安部  等
（海上交通業務 等）

※�卒業後、「潜水士」「特殊救難隊員」「国際取締官」といったスペシャリストと
して活躍する道もあります。

全国転勤

巡視船艇・
陸上部署

航空基地
（警備救難業務 等）

本庁・管区本部 
（海洋情報業務 等）

航空研修（パイロット養成）

管区内転勤
海上交通センター

◎内燃機関五
級海技士（機関）
筆記試験免除、
○内燃機関四
級海技士（機
関）筆記、
○第一級海上
特殊無線技士、
○第二級陸上
特殊無線技士

フリーコメント

海上保安学校のカリキュラム

【志望動機】NHK『プロフェッショナル』、
森公博さんの特集がきっかけ・幼稚園の頃
からの夢・「海猿」を観て・南極に行きたい
【入学して良かったこと、役に立ったこと】
アイロンがけが職人の域に達した・自分の
給与で携帯を契約した・初任給で親にプレ
ゼントを贈った【入学して大変だったこと】
自由時間が少ない・プライバシーがない・
食事時間が短い・大変なことはなく、日々
楽しく過ごしている【乗船実習で船酔い
は？】吐いても仕事だと思って船橋に戻っ
た・船から見た星空がきれいだった・船で
出たご飯が美味しくてとても幸せだった
【その他コメント】入学してからがスタート
・仲間は一生の財産・人の役に立ちたいとい
う気持ちがあればぜひ目指してください！
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特 集 海上保安学校
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入学して良かったこと、
役に立ったこと性別・年齢 出身地はどこですか？ 志望動機

船・飛行機に乗りたい（10%）

人の役に立ちたい
（51%）

公務員だから
（29%）

その他
（10%）

関東地方
（16%）

中部地方
（10%）

近畿地方
（12%）

九州・沖縄地方
（40%）

中国地方（7%）
四国地方（2%）

北海道（6%）
東北地方（6%）男24歳～（2%）

女24歳～（1%）
女20～21歳（4%）
女18～19歳（6%）

女22～23歳（2%）

男18～19歳
（33%）

男20～21歳
（37%）

男22～23歳
（15%）

規律正しい
生活が身についた

（32%）

給料ももらい
自立できた

（23%）

信頼する
友人が
できた

（14％）

知識が
向上した
（20％）

体力が
向上した

（11％）

6:30 ❶起床（起床整列・体操・清掃）

7:25 ❷朝食

8:20 ❸課業整列

8:30 ❹課業

12:05 ❺昼食・課業準備等

12:50 　課業・クラブ活動

17:30 ❻夕食・入浴

20:00 ❼自習時間

22:30 ❽就寝

【一日のスケジュール】

その日の出来事を語
らうのが夜の楽し
み。巡検からは私語
厳禁で就寝です。翌
日が休日の場合、就
寝時刻は23時15分
となります。

8

海上保安学校の学生はどんな日々を過ごしているのでしょう？ 
船舶運航システム課程機関コース54期の梶原 暢さんの1日に密着しました。

海上保安学校学生の1日

海上保安学校学生のリアルな姿全 学 生 に ア ン ケ ー ト 実 施！

夕食後に約１時間の自主トレーニング。月・水・金はラン
ニング、懸垂、斜め懸垂。火・木は水泳が日課です。ちな
みに土・日は両メニューをこなし、潜水士になるための体
力錬成に努めています。洗濯の後はトレーニングのご褒美
に仲間とアイス。そして入浴です。

6

授業は午前が8時30分から、午後は12時50分
から行われ、45分刻みでカリキュラムが組まれ
ています。鑑識の授業では望遠レンズでの撮影
や、証拠品の撮影などを行いました。

4

昼食のメニューはチキ
ンチャップにエビ団子
の鹿の子揚げ、パンサ
ンスー、択煮椀。短い
昼食の後は、午後の課
業に向けての準備とせ
わしないけれど、ひと
ときの休憩時間です。

5

6時30分起床、5分後には寮の外に整列して体
操で1日が始まります。男性は上半身裸、校内
に号令が響き渡ります。朝食の前に清掃。

1

朝食の時間はわずか15分。しっかり
食べて1日の活動に備えます。2

朝食後は制服に着替えて再び整列し、分隊毎に
その日の課業に出席する人員を報告し、その
後、課業行進でそれぞれ教室等へ向かいます。

3

翌日の準備や短い休憩の後の自習時間。
「電気」の試験に備えての勉強をしまし
た。この時間は外出も認められています。

7

※ 原則として毎日外出は可能です。休日の前日
は外泊もできます。

※  帰校門限は22：15。月、火、木は20：00（翌日
が休日の場合は23：00）、おおむね土曜日、日
曜日、国民の祝日は休日です。そのほかに夏
季・年末年始などに長期の休暇もあります。

11 



2/5 二管区 宮城保安部
巡視船まつしま特製ビーフカレー ～隠し味は仙台味噌～

4/22 九管区 新潟保安部
巡視船による離島の島民避難訓練を実施

3/29 十一管区 十一本部
十一管区所属の巡視船艇・航空機や現場職員の雄姿を収めた
オリジナルフォトブック「美ら海の守り神」を作製　

4/26 大学校 海上保安大学校
練習船こじま26回目の世界一周遠洋航海に出港

5/27 五管区 大阪保安監部
大塚国土交通副大臣が大阪海上保安監部を視察

2/15 十管区 宮崎保安部
日南キャンプ中の山川穂高選手が海の安全推進ポスターに！

3/24 本庁 音楽隊
音楽隊 稲垣技術顧問
海上保安大学校卒業式にて最後の演奏会

4/14 学校 門司分校
門司分校研修生ら　総28kmの維新・海峡ウォーキング完歩

 かいほジャーナル 79号  12
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巡視船艇

灯台等

皇太子殿下御即位慶祝行事
令和元年５月１日（水）、皇太子殿下御即位慶祝行事の一環として
全国の海上保安部署等において、港内に停泊中の巡視船艇等による満船飾や船
飾、主な灯台等に万国旗装飾を実施し、祝意を表しました。

【小樽】日和山灯台

【田辺】巡視艇むろかぜ、巡視船こうや、巡視船みなべ

【福島】塩屋埼灯台 【千葉】野島埼灯台

【尾鷲】尾鷲港第一、第二防波堤灯台 【境】美保関灯台 【宮崎】都井岬灯台

【石垣】巡視船かびら【門司】巡視船きくちうみまる

祝意を表すために、
船首から船尾の間に、
国際信号旗を
綴り合せて

掲揚するものだよ！

うみまるうみまるうみまる

船首から船尾の間に、
国際信号旗を

掲揚するものだよ！

うーみん

わぁ～！
カラフルな旗が
いっぱいあるね！
満船飾（まんせんしょく）
ってなぁに？ってなぁに？

【呉】巡視船くろせ
ⓒJCGF

ⓒJCGF



大切な命！ 自分で守る！
1. 発航前、機関や燃料等の点検の実施

発航前は、船体とエンジン周り、燃料の量、バッテリーの状態を
点検するとともに、最新の気象・水路情報等を入手しましょう！

自船の安全確保　　か条３

2. 航行時、常時見張りの徹底
航行時は、他の船舶の動向や浅瀬・定置網など周囲の水域の状況
を継続して把握する必要があることから、常時適切な見張りを実施
しましょう！

3. 故障時に備え、救助支援者の確保
事故で最も多いのが機関故障！発航する際は、万が一の機関故障
の発生に備え、仲間の船やマリーナ等の救助艇による救助体制を
あらかじめ確保しておきましょう！
また、併せて入航時刻等を家族やマリーナ等へ連絡しておきましょう！

■海上保安庁　〒100-8976 東京都千代田区霞が関2-1-3　Tel. 03-3591-6361　https://www.kaiho.mlit.go.jp/
公式ツイッター https://twitter.com/JCG_koho　公式ユーチューブ https://youtube.com/channel/UC3yxhEkCZKaDa-SdzaWECaQ

海で安全に安⼼して楽しめるように事故防
⽌のための情報を発信する総合安全情報サ
イト「ウォーターセーフティガイド」※では、
海に関する知識、アクティビティごとの特
性や推奨される装備品、習得すべき技術等
について掲載しています。

ウォーターセーフティガイド

海の安全情報（沿岸域情報提供システム）

※水上オートバイは民間救助組織の対象外の場合がありますので注意しましょう。

パソコンやスマートフォン、携帯電話から、簡単にアクセスできます。 海の安全情報 で

３つの事項を実践して、自船の安全を確保しましょう！

※�現在、「水上オートバイ編」「遊泳編」「カヌー編」「SUP（スタンドアップパドル
ボード）編」「ミニボート編」を掲載中
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